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       平成１９年２月５日  
             不二サッシ株式会社 

                             
                    公害公害公害公害のののの防止防止防止防止にににに関関関関するするするする改善実施状況最終報告書改善実施状況最終報告書改善実施状況最終報告書改善実施状況最終報告書（（（（平成平成平成平成１８１８１８１８年度第年度第年度第年度第３３３３四半期版四半期版四半期版四半期版））））    
 

 平成１７年８月に、弊社千葉事業所において、水質にかかわる環境問題を起こし、千葉

県および市原市に対して、平成１７年１０月２１日に「環境問題に関する改善報告書」を

提出しました内容の改善実施状況について（平成１８年１０月～１２月）ご報告させて頂

きます。尚今回分をもって上記改善計画書による計画をすべて完了致しましたので、最終

報告とさせて頂きます。   
 
１１１１．．．．環境管理環境管理環境管理環境管理のののの新組織体制新組織体制新組織体制新組織体制についてについてについてについて  

平成１７年８月２６日に発足した環境対策プロジェクトは、平成１８年１１月

１日付の人事異動にそって、プロジェクトメンバーを変更した。 

但し、今後は資材環境品質部及び環境安全部による組織的活動に置換え、平成

１９年３月末日をもって当プロジェクトを解散致します。 

          
２２２２．．．．環境管理体制環境管理体制環境管理体制環境管理体制のののの実施状況実施状況実施状況実施状況についてについてについてについて    
 2.1 ダブルチェックの実施状況【05年 11月 1日より実施】 

① 資材環境品質部が作成する水質測定日報および排水水質月報に基づき、環境安

全部は、業務が適正かを確認するため排水水質月報で評価を行い、さらに総務

部コンプライアンス統括室が、法・協定の遵守状況をチェックする体制を継続

している。                  
② クロスチェックとしてＣＯＤ，Ｎ，Ｐの分析およびその他の排水（n-hex，   
ＳＳ等）、排ガス、土壌、臭気の定期測定を外部分析機関（㈱東京化学分析セン

タ－）へ委託し継続している。           
③ コンプライアンス統括室が、環境安全部・資材環境品質部に対し、水質汚濁防

止法関係事項の整備および現場の改善事項の進捗確認並びに検討課題を明確に

して、指導を実施している。また、水質汚濁防止法以外の環境関連法も含めた

実施状況の確認とヒヤリングを実施し、指導している。         
④ 環境安全部は、環境に影響をおよぼす恐れのある法・条例・協定等で定められ

た施設・設備・廃棄物等の平成１８年度届出計画表を作成し、それを当月の作

業計画に組み込み、進捗確認と届出が合致しているかを毎月チェックしている。                
2.2  当社取締役会への定期報告状況【06年 10月 30日/11月 20日/12月 25日実施】  

取締役会に 1回／月の排水水質管理実績報告を行っている。 
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2.3  環境管理委員会の実施状況【06年 10月 18日/11月 15日/12月 19日実施】 
1 回／月の「環境管理委員会」を開催して、環境管理委員会メンバ－で、環境管

理に関する改善実施状況や、事業所内の公害防止と環境保全および省エネルギ－

に関する問題点の把握と解決策を協議し、法・協定内容の周知徹底を図り、全従

業員の知識と意識の向上に努めている。 

① 今年度の産業廃棄物排出見込み 981ｔ（上期実績 755ｔ、下期見込み 226ｔ） 

  1000ｔを超えた場合は昨年同様、多量排出事業所として届出を行う。 

② 排水量を抑制するため、エッチング水洗のシャワ－を１チャ－ジ２分３０

秒から２分へ短縮した。環境対策のためにエッチング水洗の設定を変更し

たことを作業標準の改訂履歴に記録として残す。 

③ 今年度より土壌測定の義務がなくなったが、自主管理として継続し調査を  

  実施する。 
2.4   環境安全パトロールの実施状況【06年 10月 17日/11月 15日/12月 15日実施】 

1回／月の「環境安全パトロール」を、診断チェックリストを基に、不具合箇 
所の抽出と改善を目的に、労使および協力会社の代表で実施している。判明した

問題点に関しては、その場で改善策を討議し、速やかな改善を実施している。 

① 電解処理の前にエア－で切粉を除去する際に、切粉が通路に飛散していた
ので、切粉を受けるシ－トを設置して、飛散防止をした。 

② 環境係では、不測の事態で油流出事故が発生した際に、迅速な対応が出来
るよう「油流出時緊急対応マニュアル」を作成した。 

③ ＰＣＢの保管は、コンクリ－トブロックの防液堤で浸透防止をしているが、
浸透汚染が防げないので、ステンレスの受けを製作して強化を図った。 

④ ジクロロメタンの保管場所に、浸透防止の受けを設置した。また、誰でも
わかるように、廃液と未処理品置き場の表示をした。   

2.5   定期巡回測定チェックの状況【05年 11月 1日より実施】 
資材環境品質部の環境係が、１直２回、４回／日の定期巡回チェックを行い、 
排水計器の稼働状況の点検およびその計測内容を記録し、信頼ある排水の維持と

不具合の発生を予防している。 
2.6  環境管理連絡会の実施状況【06年 11 月 17 日実施】 

不二グル－プ全体の公害の発生を未然に防止するため、各社の環境保全責任者

から情報を集約し、環境管理対策を討議する場として、平成１９年２月２３日に

第３回「環境管理連絡会」を開催する。           

     2.7 ＩＳＯ14001 定期審査について 
         平成１８年１０月２４～２７日の４日間、（財）日本品質保証機構の審査を受

け、登録継続となっている。           

 

＜改善例＞ 

＜事例＞ 
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３３３３．．．．危機管理体制危機管理体制危機管理体制危機管理体制についてについてについてについて    

異常事態が発生した際に迅速なる緊急対応を行うための「千葉事業所緊急

 時公害防止連絡組織表」を、平成１８年１１月１日の人事異動により変更した。 

    
４４４４．．．．排水排水排水排水のののの水質管理状況水質管理状況水質管理状況水質管理状況についてについてについてについて                            

4.1   濃度（月間平均値） 
排水量 COD濃度 N濃度 P濃度 SS濃度 n-hex濃度
m3/日 mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

規制値 2,800 10.0 25.0 2.0 20.0 1.5
10月 3,028 3.2 1.8 0.09 2.7 0.5未満
11月 2,709 3.6 2.3 0.11 2.7 0.5未満
12月 2,688 4.4 2.8 0.13 2.2 0.5未満

項目

 
 4.2   負荷量（月間平均値） 

COD負荷量 N負荷量 P負荷量 SS負荷量 n-hex負荷量
kg/日 kg/日 kg/日 kg/日 kg/日

規制値 20.0 50.0 3.4 35.5 1.4
10月 9.7 5.5 0.3 7.5 0.0
11月 9.7 6.3 0.3 6.9 0.0
12月 12.0 7.4 0.3 6.3 0.0

項目

        
                                                                                        

５５５５．．．．教育関係教育関係教育関係教育関係のののの実施状況実施状況実施状況実施状況についてについてについてについて            
環境管理規定の教育･訓練規定に基づき、全従業員の環境保全意識高揚と企業の

社会的責任を認識し、技術・技能の継承と改善能力の効率的な向上を目的に環境

に関する教育を実施した。 

5.1  一般教育 
① 毎月１日に、事務職全員と係長以上および協力会社の責任者のメンバ－に対し、

部門長およびグル－プ長・チ－ム長が輪番制となり、安全衛生と環境関係の体

験や取り組んでいる課題を環境安全朝礼で報告している。       

② 環境安全部は、全従業員を対象として、月１回ポスタ－「環境ひとくちメモ」

を発行して、各職場に掲示し啓蒙活動を実施している。 

③ 資材事業部は、職制昇格者に対して「企業の社会的責任について」と「ＩＳＯ

14001 マネジメントシステム」の内容で教育を実施した。 

5.2  専門教育 
環境法令で必要とされる資格の取得や実務に即した実践的な知識の習得と、環

境スペシャリストの養成を目的とし各部門より人選した１２名に対して、平成 18

年度公害防止管理資格認定講習会へ参加、終了試験および国家試験を受験した。 

 
 
 

エネルギー管理士講習 3名

産業廃棄物処理施設講習 3名

公害防止管理者　大気 4名

公害防止管理者　騒音振動 1名

公害防止管理者　ダイオキシン 1名
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5.3   管理者・経営層教育     
管理職については、専門教育内容の周知と法遵守や社会的責任および地域環境

の向上のため、外部講習に参加した。   
11月 21日（社）千葉県経済協議会 

（財）千葉県公害防止協力財団  
 

６６６６．．．．環境活動状況環境活動状況環境活動状況環境活動状況のののの情報開示情報開示情報開示情報開示についてについてについてについて    
6.1   ２００６年度環境報告書の発行                                                

          平成１７年４月から平成１８年３月までの、弊社の環境に関する活動および成 
果についてまとめた「環境報告書」を平成１８年９月に弊社ＨＰに公開している。 

  6.2   環境改善実施状況の報告 
平成１８年２月より弊社ＨＰに、四半期毎の実績を更新して、県民・市民の皆 

様に、千葉事業所の環境に関する改善報告書を公開している。 

 
７７７７．．．．そのそのそのその他他他他のののの環境改善活動環境改善活動環境改善活動環境改善活動についてについてについてについて    

7.1   古紙の分別回収の再徹底 
          古紙の分別を従来の５区分から１１区分に増やし、「紙はリサイクル資源」と

いう意識を全従業員に浸透させ、リサイクルの推進と廃棄物の削減に努めている。 

7.2  産業廃棄物の監視 
    平成１８年８月末に管理型埋立場の犬成最終処分場が閉鎖し、新たに安定型埋

立場㈱城装と委託契約を交わした。また、埋立基準が変わったので、安定型以外

の廃棄物が混入しないように投棄時間を定めて、廃棄物による環境汚染の防止に

努めている。 

  7.3   緩衝材の材質変更 
 アルミ形材の傷防止に使用している緩衝材の材質を繰り返し使用できるものに

変更し、緩衝材の再使用と梱包作業の簡略化および省資源並びに廃棄物の削減に

努めている。 

7.4   軽量パレットの導入 
     アルミ形材移送用パレットの軽量化を図り、トラック運送の省エネルギー化お 

    よびＣＯ2の排出量削減に努めている。今後はグループ各社へ水平展開を進めてい 

    く。 
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８８８８．．．．社会貢献活動状況社会貢献活動状況社会貢献活動状況社会貢献活動状況についてについてについてについて    
１）市原市の要請を受け「高校生のインタ－ンシップ支援事業」に参加し、地

元高校生の職業意識の醸成および職業選択能力の向上を目的とした実習

を行った。 
２）平成１８年度大気汚染防止のための冬季対策に協力し、構内自動車の使用

抑制と事務所内設定温度（夏季２８℃、冬季２０℃）を守りＣＯ2を削減

している。 
今後とも、地域活動に対し積極的に社会貢献活動を推進してまいります。 


